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▲町長室でデモンストレーションを行う竹内町長
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町
で
は
こ
の
ほ
ど
、地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
よ
り
身
近
な
も
の

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、本
庁
舎
と

分
庁
舎
、各
出
先
機
関（
一
部
を
除
く
）

と
甲
地
郵
便
局
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム「
Ｏ
ｎ
‐

Ｄ
ｅ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ（
オ
ン
デ
ア
ン
ス
）」

を
設
置
し
、六
月
八
日
、竹
内
町
長

ら
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
町
で
は
合
併
し
て
町
内
が
広
く

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、六
十
五
歳
以

上
の
人
口
が
町
民
の
二
十
二
・
四
％

を
占
め
る
な
ど
、高
齢
化
率
が
高
く

な
っ
て
お
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
や
不
便
さ
を
不
安
視
す
る
声
が

あ
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

 
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、八
戸
市
の
ア

ン
デ
ス
電
気
が
独
自
開
発
。単
に
声

の
や
り
と
り
で
は
な
く
、リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
動
画
で
お
互
い
の
顔
を
見

な
が
ら
会
話
す
る
テ
レ
ビ
電
話
の

よ
う
な
も
の
で
、県
内
の
自
治
体
で

は
初
の
導
入
と
な
り
ま
す
。

　
機
械
は
本
庁
舎
と
分
庁
舎
、各
出

先
機
関
に
一
台
ず
つ
設
置
し
、甲
地

郵
便
局
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
簡

単
に
操
作
で
き
る
機
械
を
導
入
し

た
ほ
か
、町
で
は
本
年
度
中
に
町
内

に
あ
る
四
か
所
の
郵
便
局
に
同
様

の
機
械
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

 
こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
さ
さ
い

な
相
談
ご
と
で
も
町
役
場
ま
で
足

を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、今
後
は
郵
便
局
か
ら
気
軽
に
役

場
担
当
者
と
会
話
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、本
庁
舎
と
分
庁
舎
の
職

員
が
テ
レ
ビ
会
議
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

 
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

竹
内
亮
一
町
長
が
、町
長
室
に
あ
る

機
械
で
各
課
と
会
話
し
た
後
、甲
地

郵
便
局
に
出
向
き
、町
民
と
一
緒
に

各
課
担
当
者
と
会
話
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
機
械
を
操
作
し
た
竹
内

町
長
は「
地
域
の
皆
さ
ん
と
役
場
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
さ
ら
に
広
げ

る
こ
と
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

『
ま
ち
づ
く
り
』が
で
き
る
」と
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
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調印後、握手を交わす東北町社協の吹越嘉裕会長と
上北町社協の松本祐次郎会長

▲甲地郵便局から顔を見ながら会話できます
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新
「
東
北
町
」
発
足
に
伴
い
合
併

協
議
を
進
め
て
い
た
上
北
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
松
本
祐
次
郎
会
長
）

と
東
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
吹

越
嘉
裕
会
長
）
は
六
月
三
日
、
東
北

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
合
併
契

約
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、

県
知
事
へ
の
申
請
な
ど
を
経
て
、

九
月
末
の
新
社
協
ス
タ
ー
ト
を
目

指
し
ま
す
。

　
調
印
式
に
は
、
合
併
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
関
係
者
約
三
十

人
が
出
席
。
昨
年
十
二
月
一
日
の

合
併
協
議
会
設
置
以
降
の
経
過
報

告
後
、
松
本
会
長
と
吹
越
会
長
が

合
併
契
約
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

 
調
印
を
終
え
た
あ
と
、
合
併
協

の
会
長
を
務
め
た
吹
越
会
長

が「
地
域
に
密
着
し
た
社
会
福

祉
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
、続
い
て
竹
内
亮

一
町
長
が「
合
併
し
て
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
、

お
互
い
の
い
い
と
こ
ろ
を
取

り
合
っ
て
、町
の
福
祉
向
上
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

 
新
事
務
所
は
現
東
北
町
社

協
、現
上
北
町
社
協
は
支
所
と

な
り
ま
す
。

 
調
印
式
後
に
開
か
れ
た
理

事
会
で
、新
社
協
ス
タ
ー
ト
ま

で
の
暫
定
会
長
に
吹
越
会
長
、

副
会
長
に
松
本
会
長
と
乙
供

房
子
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

　平成17年9月29日、社会福祉法人上

北町社会福祉協議会を解散し、平成17

年9月30日、社会福祉法人東北町社会

福祉協議会と合併して新たに社会福祉

法人東北町社会福祉協議会を設立する

旨を理事会及び評議員会で議決しまし

たので、この合併に対して異議のある

債権者は、本広告掲載の翌日から2月以

内にその旨をお申し出ください。

平成17年7月7日

社会福祉法人上北町社会福祉協議会

会長　松　本　祐次郎

　平成17年9月29日、社会福祉法人東

北町社会福祉協議会を解散し、平成17

年9月30日、社会福祉法人上北町社会

福祉協議会と合併して新たに社会福祉

法人東北町社会福祉協議会を設立する

旨を理事会及び評議員会で議決しまし

たので、この合併に対して異議のある

債権者は、本広告掲載の翌日から2月以

内にその旨をお申し出ください。

平成17年7月7日

社会福祉法人東北町社会福祉協議会

会長　吹　越　嘉　裕

社会福祉法人合併設立公告 社会福祉法人合併設立公告

調印後、握手を交わす東北町社協の吹越嘉裕会長と調印後、握手を交わす東北町社協の吹越嘉裕会長と
上北町社協の松本祐次郎会長上北町社協の松本祐次郎会長
調印後、握手を交わす東北町社協の吹越嘉裕会長と
上北町社協の松本祐次郎会長
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日
本
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
・
デ
イ
委
員

会
主
催
の
お
父
さ
ん
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」で
平
野
く
ら
ら
さ
ん（
境
ノ

沢
）の「
私
、父
さ
ん
の
杖
に
な
る
」が

み
ご
と
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞

に
選
ば
れ
、六
月
十
三
日
、竹
内
町
長

に
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

 
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、毎
年「
父
の

日
」に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
て
い
る
父

の
日
黄
色
い
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
、こ
の
ほ
か
ベ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー

イ
エ
ロ
ー
リ
ボ
ン
賞
の
発
表
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
平
野
さ
ん
は
作
文
の
中
で
、子
煩

悩
で
や
さ
し
い
父
・
好（
み
よ
し
）さ

ん
の
姿
を
た
く
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
紹
介
。父
が
名
づ
け
た「
く

ら
ら
」と
い
う
名
前
の
由
来
や
重
い

病
に
倒
れ
な
が
ら
も
大
切
に
育
て
て

く
れ
た
父
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、

今
後
私
が
父
を
支
え
て
い
く
と
い
う

強
い
気
持
ち
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

 
平
野
さ
ん
は
、文
章
を
書
く
こ
と

が
好
き
で
、こ
れ
ま
で
に
も
家
族
ぐ

る
み
で
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
、色
々
な
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

 
こ
の
日
、母
・
聖
子
さ
ん
と
一
緒
に

町
長
室
を
訪
れ
た
平
野
さ
ん
は「
こ

ん
な
に
大
き
な
賞
を
も
ら
っ
て
び
っ

く
り
し
て
い
ま
す
」と
話
し
、「
私
以

上
に
父
が
喜
ん
で
い
る
み
た
い
」と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

 
航
空
自
衛
隊
東
北
町
分
屯
基
地

（
冨
久
田
聡
支
処
長
）は
六
月
五
日
、

創
立
十
一
周
年
を
記
念
に
同
基
地

内
を
一
般
開
放
し
ま
し
た
。

 
基
地
内
で
は
、
ち
び
っ
こ
広
場

や
歩
哨
犬
訓
練
展
示
の
ほ
か
、
同

基
地
が
保
管
し
て
い
る
ミ
サ
イ
ル

な
ど
の
装
備
品
展
示
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。　
　

 
ま
た
、「
ち
び
っ
こ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」に
は
、町
内
か
ら
ち
び
っ
子
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

　
町
で
は
六
月
一
日
、五
月
二
十
七

日
に
百
歳
を
迎
え
た
笹
倉
サ
コ
さ

ん
に
長
寿
祝
い
金
と
し
て
三
十
万

円
を
贈
り
ま
し
た
。

 
笹
倉
さ
ん
は
明
治
三
十
八
年
生

ま
れ
。現
在
は
七
戸
町
の
老
人
保
健

施
設「
美
土
里
荘
」に
入
所
。車
イ
ス

で
の
生
活
で
す
が
、食
事
は
好
き
嫌

い
な
く
、歌
番
組
を
見
る
の
が
大
好

き
な
施
設
内
の
最
高
齢
者
で
す
。

 
贈
呈
式
で
は
、竹
内
町
長
が
長
寿

祝
い
金
三
十
万
円
と
花
束
を
手
渡
し
、

長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
下
さ
い
。

▲受賞報告のため町長室を訪れた平野くららさん

▲竹内町長から笹倉サコさんに祝い金が
　手渡されました。

▲ちびっこランナーが健脚を競い合いました

東
北
町
分
屯
基
地

開
庁
十
一
周
年
記
念
一
般
開
放

お父さんの「作文」コンクール

～父への熱い思いをつづる～

平野くららさん（境ノ沢）平野くららさん（境ノ沢）
文部科学大臣賞を受賞文部科学大臣賞を受賞 
平野くららさん（境ノ沢）平野くららさん（境ノ沢）
文部科学大臣賞を受賞文部科学大臣賞を受賞 
平野くららさん（境ノ沢）
文部科学大臣賞を受賞 

　
　
歳
を
祝
い
長
寿
祝
い
金
贈
る

　
　
 
新
「
東
北
町
」
発
足
後
初
め
て

100
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神
奈
川
県
の
修
学
旅
行
生
が
五

月
二
十
八
日
、
小
川
原
湖
畔
で
地

引
き
網
体
験
を
し
ま
し
た
。

 
こ
の
日
小
川
原
湖
を
訪
れ
た
の

は
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
立
海
老

名
中
学
校
の
三
年
生
百
十
三
名
。

生
徒
た
ち
は
、
地
元
の
漁
師
さ
ん

か
ら
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
さ
っ

そ
く
網
引
き
を
開
始
。
冷
た
い
風

と
湖
の
水
に
体
を
震
わ
せ
な
が
ら

約
十
五
分
か
け
て
網
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。

 
生
徒
た
ち
が
見
守
る
中
、
網
の

先
に
つ
い
た
袋
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
、
中
に
は
大
き
な
ヘ
ラ
ブ
ナ

や
鯉
、
ウ
グ
イ
や
モ
ク
ズ
ガ
ニ
が

入
る
大
漁
で
、
こ
れ
に
は
生
徒
た

ち
も
「
す
ご
い
、
す
ご
い
」
と
大
歓

声
を
上
げ
、
大
き
な
鯉
を
抱
え
た

り
、
カ
ニ
を
手
に
取
っ
た
り
と
は

し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

 
漁
の
あ
と
に
は
、
小
川
原
湖
漁

協
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
用
意
し
た

シ
ジ
ミ
汁
が
振
舞
わ
れ
、
生
徒
た

ち
は「
お
い
し
い
」「
温
ま
る
」と
話

し
、笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
野
辺
地
地
区
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会（
横
浜
ち
え
会
長
）

は
六
月
三
日
、茅
葺
き
家
屋「
ま
な

か
」で
生
活
技
術
講
座
を
開
催
し
、

会
員
二
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
講
師
に
十
和
田
き
み
が
ら
ス
リ
ッ

パ
生
産
組
合
の
佐
々
木
多
慧
子
さ

ん
、小
館
よ
し
え
さ
ん
を
迎
え
、け

ん
こ
う
布
ぞ
う
り
作
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。熱
心
に
作
り
方
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

 
ま
た
、特
産
品
販
売
促
進
協
議
会

に
協
力
を
い
た
だ
き
、昼
食
を
と
り

な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

s
思
わ
ぬ
大
物
に
生
徒
た
ち
も

　
大
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

▲ステージでは熱い演奏が繰り広げられました

▲みんなでけんこう布ぞうりづくりに挑戦

小
川
原
湖
に
響
く
熱
い
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
 
夢
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

“
ま
な
か
”で
生
活
技
術
講
座
開
催

　
　
〜
け
ん
こ
う
布
ぞ
う
り
作
り
〜

思
わ
ぬ
大
漁
に
大
歓
声
！

　
　
　
修
学
旅
行
生
が
地
引
き
網
体
験

 
東
北
町
民
有
志
で
つ
く
る
あ
い

あ
い
会（
畑
内
謙
一
代
表
）に
よ
る

「
夢
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｉ
Ｎ

小
川
原
湖
」が
六
月
五
日
、小
川
原

湖
ふ
れ
あ
い
村
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

開
催
さ
れ
、
迫
力
の
あ
る
ス
テ
ー

ジ
を
披
露
し
ま
し
た
。

 
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
、
小
川

原
湖
の
初
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
、町
在
住
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
米
内
山
正
人
さ
ん
ら
に
よ
る「
オ

ー
ル
ア
ラ
ウ
ン
ド
」を
は
じ
め
、町

内
外
か
ら
十
バ
ン
ド
が
出
演
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
ブ
ル
ー
ス
や
ジ
ャ

ズ
、ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
、

三
味
線
な
ど
多
彩
な
演
奏
を
約
七

時
間
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
 
客
席
に
は
、
ふ
れ
あ
い
村
を
訪

れ
た
親
子
連
れ
や
バ
ン
ド
仲
間
な

ど
約
三
百
人
が
集
ま
り
、
出
演
者

の
熱
い
演
奏
に
大
き
な
声
援
と
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

平野くららさん（境ノ沢）
文部科学大臣賞を受賞 
平野くららさん（境ノ沢）
文部科学大臣賞を受賞 



　
第
二
十
八
回
上
北
郡
総
合
体
育

大
会
が
六
月
四
日
、
五
日
の
両
日
、

東
北
町
（
上
北
地
区
）
を
主
会
場
に

開
か
れ
、卓
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
五
種
目
を
制
し
た
上
北
町
が
三

年
連
続
十
一
度
目
の
総
合
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

 
大
会
は
、町
村
合
併
か
ら
間
も
な

い
た
め
、
旧
町
村
単
位
で
行
わ
れ
、

郡
内
十
町
村
か
ら
約
千
人
が
参
加
、

十
五
競
技
・
十
九
種
目
で
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

 
な
お
、大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

 
　
　（
優
勝
・
準
優
勝
種
目
の
み
）

【
総
合
順
位
】

①
上
北
町
②
野
辺
地
町
③
下
田
町

④
東
北
町
⑤
七
戸
町
⑥
天
間
林
村

⑦
六
ヶ
所
村
⑧
百
石
町
⑨
六
戸
町

⑩
横
浜
町

【
種
目
別
】

◎
陸
上
　
①
東
北
町
　
②
上
北
町

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
　
②
東
北
町

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子
　
②
上
北
町

◎
卓
球
男
子
　
①
上
北
町

◎
卓
球
女
子
　
①
上
北
町

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
②
東
北
町

◎
柔
道
　
①
上
北
町
　
②
東
北
町

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
　
①
上
北
町

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　
①
上
北
町

　
第
十
三
回
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
五
月
十
五
日
、ふ
れ
あ
い

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、約
八
十
五
名
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
競
技
は
、段
差
や
障
害
物
の
あ
る

十
六
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、み
ん
な
で

楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

 
な
お
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
】▽
優
勝
‐
旭
町
朝
日
三
楽
会

▽
準
優
勝
‐
菩
提
寺
親
交
会
▽
第
三

位
‐
本
町
健
老
会
Ｂ

【
個
人
】（
敬
称
略
）◆
男
子
①
小
笠

原
英
己（
栄
町
Ｂ
）②
市
川
操（
本
町

Ｂ
）③
蛯
名
清
治（
本
町
Ａ
）◆
女
子

①
蛯
名
り
ゑ（
上
野
下
）②
小
笠
原

よ
し
の（
小
川
原
Ａ
）③
冨
岡
信（
菩

提
寺
）

 
第
二
十
九
回
東
北
町
高
齢
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
五
月
二
十

七
日
、ス
パ
ー
ク
東
北
で
行
わ
れ
、

町
内
の
高
齢
者
約
八
十
名
、十
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
競
技
は
、Ａ
・
Ｂ
各
リ
ン
ク
五
チ
ー

ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、参

加
し
た
選
手
は
、日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、各
リ
ン
ク
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 
な
お
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝
‐
乙
供
Ａ（
四
勝
）▽
準
優
勝

‐
三
交
長
寿
会（
四
勝
）▽
三
位
‐
千

曳
長
寿
会（
三
勝
一
敗
）▽
四
位
‐
乙

供
Ｂ（
三
勝
一
敗
）

▲開会式で選手宣誓する松本亨さん（上北地区）

▲各リンクで熱戦が展開されました

▲みんなで楽しくプレーする選手たち

第
一
ゲ
ー
ト
通
過
！

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

み
ん
な
で
楽
し
く
プ
レ
ー

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

6

上北町（上北地区）が3年連続
11度目の総合優勝を飾る！
東北町（東北地区）は惜しくも4位

第2828回上北郡総合体育大会回上北郡総合体育大会第2828回上北郡総合体育大会回上北郡総合体育大会第2828回上北郡総合体育大会回上北郡総合体育大会第28回上北郡総合体育大会

竹内町長とがっちり握手を交わす原田さん



善
意
あ
り
が
と
う

更に上を目指します V!V!
開幕戦から3戦連続3位入賞

◎
日
本
赤
十
字
社
へ

 
沼
山
助
内
さ
ん
（
銀
色
有
功
章

社
員
・
蓼
内
）
が
六
月
一
日
、
九
十

歳
を
機
に
日
本
赤
十
字
社
青
森
県

支
部
へ
三
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。
こ
の
寄
付
金
は
東
北
町
分
区

を
通
じ
県
へ
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

 
青
森
銀
行
乙
供
支
店
経
友
会（
蛯

沢
正
勝
会
長
）が
六
月
七
日
、福
祉

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
三
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。

▲吹越会長に寄付金を手渡す
　蛯沢会長

▲竹内町長に寄付金を手渡す
　沼山助内さん

▲各試合とも手に汗握る熱戦を展開

老
人
ク
ラ
ブ

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

手
に
汗
握
る
熱
戦
を
展
開
！

わ
か
さ
ぎ
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
大
会

　
第
二
回
わ
か
さ
ぎ
カ
ッ
プ
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
五
月
二
十
八
日
、

南
総
合
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
五
チ
ー

ム
が
参
加
。各
試
合
と
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、選
手
た
ち
は
、は
つ

ら
つ
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

 
な
お
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝
‐
上
北
小
ソ
フ
ト
ス
ポ
少

▽
準
優
勝
‐
甲
地
小
ソ
フ
ト
ス
ポ
少

▽
最
優
秀
選
手
賞
‐
岩
城
汐
那（
上

北
）▽
優
秀
選
手
賞
‐
鶴
ヶ
崎
朋
子

（
甲
地
）▽
敢
闘
賞
‐
蛯
名
香
奈
子（
上

北
）、山
本
菜
摘（
甲
地
）、沼
村
有
佑

子（
小
川
原
）、木
村
結
女（
第
一
）

▲プレーを通じて親睦を深めました

 
東
北
町
社
会
福
祉
協
議
会（
吹
越

嘉
裕
会
長
）主
催
、第
十
回
老
人
ク

ラ
ブ
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
六
月
十
七
日
、北
総
合
運
動
公

園
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
こ
れ
は
、高
齢
者
の
健
康
維
持
と

生
き
が
い
づ
く
り
の
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

 
競
技
は
、Ａ
リ
ー
グ（
Ｇ
Ｇ
協
会
員
）、

Ｂ
リ
ー
グ（
一
般
）の
個
人
戦
で
競

わ
れ
、二
十
四
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数

で
順
位
を
決
め
る
方
法
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

 
当
日
は
約
七
十
名
が
参
加
、仲
間

と
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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　レーシングドライバー原田惇さん（東北町
出身）が５月26日、今季ＦＤ（フォームラード
リーム）シリーズの報告のため役場を訪れま
した。
　原田さんは５月14日、三重県の鈴鹿サーキッ
トで開幕したＦＤシリーズ（全９戦）に参戦。
開幕戦、第２戦ともに３位と好スタート。「更
に上を目指します」と抱負を語っていました。
　６月５日の第３戦でも３位と好調をキープ
しています。

第28回上北郡総合体育大会第28回上北郡総合体育大会第28回上北郡総合体育大会

竹内町長とがっちり握手を交わす原田さん竹内町長とがっちり握手を交わす原田さん竹内町長とがっちり握手を交わす原田さん



 
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
谷
内
ミ
ツ
さ
ん（
本

町
）が
五
月
二
十
三
日
、法
務
省
人

権
擁
護
局
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 
こ
れ
は
谷
内
さ
ん
が
平
成
八
年

か
ら
今
日
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、町

の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
町
民
の

人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

 
谷
内
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
も
町
民

の
皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
の

相
談
役
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
㈱
青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ

ン
タ
ー
で
研
修
を
受
け
て
い
る
日

本
原
燃
㈱
の
新
入
社
員
と
東
北
町

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
中
村
勝
二

会
長
）が
六
月
十
五
日
、合
同
で
清

掃
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

 
こ
れ
は
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
当
日
は

約
四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
午
前

七
時
同
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、
乙

供
駅
ま
で
の
往
復
区
間
を
約
一
時

間
か
け
て
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

　
八
甲
田
黒
米
栽
培
研
究
会（
蛯
名

昇
会
長
）に
よ
る
紫
黒
米
の
田
植
え

が
五
月
二
十
六
日
、町
内
の
水
田
で

行
わ
れ
、上
北
小
学
校
の
児
童
が
農

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

 
ほ
と
ん
ど
が
田
植
え
初
体
験
と

い
う
児
童
た
ち
は
、お
年
寄
り
に
苗

の
植
え
方
を
教
わ
り
な
が
ら
苗
を

植
え
つ
け
、泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
楽

し
そ
う
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

 
児
童
た
ち
は
今
後
、紫
黒
米
の
成

育
に
つ
い
て
観
察
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
お
り
、秋
の
収
穫
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
青
森
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
東
北
町

分
所
青
年
部
・
女
性
部
に
よ
る
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
活
動
が
六
月
一
日
、
小
川

原
湖
公
園
付
近
で
行
わ
れ
、
同
組
合

の
会
員
約
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
同
組
合
で
は
毎
年
六
月
一
日
の「
た

ば
こ
の
日
」に
合
わ
せ
、た
ば
こ
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
町
内
の
美
化
を
兼

ね
た
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
参
加
者
た
ち
は
、道
の
駅「
お
が
わ

ら
湖
」
か
ら
小
川
原
湖
ふ
れ
あ
い
村

ま
で
の
区
間
を
歩
き
な
が
ら
、
た
ば

こ
の
吸
殻
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を

一
つ
一
つ
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

▲清掃活動に汗を流す参加者たち

▲たばこの日にちなんでクリーンアップ活動を展開

▲お年寄りから教わりながら苗を植える児童たち

▲人権擁護局長表彰を受賞した谷内ミツさん

清
掃
奉
仕
で
き
れ
い
に

　
　
町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
！！

た
く
さ
ん
お
米
が
と
れ
ま
す
よ
う
に

　
　
　
　
上
北
小
児
童
が
田
植
え
体
験

谷
内
ミ
ツ
さ
ん

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰
受
賞

「
た
ば
こ
の
日
」
に
ち
な
ん
で

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
実
施

8



▲円内は大塚甲山
　銅像は森田甲浪

9

〜
大
塚
壽
助
と
森
田
重
次
郎
〜

（
続
）
類
稀
な
文
筆
家
・
甲
山
と
甲
浪

（
続
）
類
稀
な
文
筆
家
・
甲
山
と
甲
浪

た
ぐ
い
ま
れ

●

序
●
緻
密
・
奇
知
的
詩
才
の
甲
山

●
千
代
子
と
恋
情
漂
う
歌

　
前
月
号
に
て
述
べ
た
と
お
り
甲

山
の
作
品
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
そ
の
量
と
共
に
質
も
文
才
の

結
晶
の
極
み
で
あ
る
。
ざ
っ
と
詩

は
八
百
九
十
編
、短
歌
二
千
五
百
首
、

俳
句
二
千
句
、紀
行
文
二
十
二
編
、

雑
文
・
書
簡
等
八
百
二
十
編
の
大

量
作
品
群
で
あ
る
。
前
月
号
で
は

読
者
町
民
の
多
く
の
反
響
を
得
た
。

　
傑
出
的
作
品
や
地
域
に
連
関
す

る
も
の
を
抽
出
列
挙
し
て
み
た
い
。

　
ま
た
、
甲
浪
の
即
興
的
俳
句
や

短
歌
も
親
近
感
に
満
ち
溢
れ
、
庶

民
の
心
情
を
投
影
し
、
真
心
が
に

じ
ん
で
快
い
と
好
評
だ
っ
た
。
紙

数
の
都
合
で
割
愛
さ
れ
た
多
く
の

部
分
を
今
回
は
続
編
と
し
て
補
う

事
と
す
る
。

 
甲
山
の
代
表
的
詩
作
は「
蛇
蛻
」

＝
だ
ぜ
い
、「
蜩
甲
」＝
ち
ょ
う
こ
う
、

「
ポ
エ
ム
イ
ン
プ
ロ
ー
ズ
」が
あ
る
。

 
蛇
蛻
の
明
治
四
十
二
年
詠

 
　
　
は
し
書

 
我
は
我
が
道
を
歩
ま
ん

 
大
空
の
廣
路
の
直
路

 
彗
星
八
百
萬
千
萬
髪
の

 
一
筋
も（
は
）た
觸
ら
せ
は
せ
じ
。

 
　（
明
治
四
十
二
年
一
月
十
三
日
）

　
ま
た
、
蜩
甲
集
「
里
ご
こ
ろ
」
第

四
連
に

 
　
…
…
…
…
…
…
…

 
蒲
の
穂
に
一
村
雨
の
鳴
り
す
ぎ

て
／
白
帆
遠
く
／
周
回（
め
ぐ
）れ

ば
十
四
里
の
鐘
の
底
に
／
玉
代
、

　
勝
代
の
姫
の
か
み
戯
れ
玉
ふ
／

湖
の
古
さ
と
戀
し
。

と
、
詠
じ
て
郷
里
伝
説
を
鋭
敏
な

感
覚
で
捉
え
て
い
る
。

 
そ
し
て
第
十
五
編
に
於
い
て（
八

月
二
十
五
日
織
笠
よ
り
倉
内
に
至

る
小
川
原
沼
の
き
し
に
て
）

西
山
の
い
た
だ
き
を
水
湖
に

照
り
か
へ
す
初
秋
の
夕
日
よ
。

牛
は
佇
徊
し
て
赤
楊
と
草
花
の
間
に

尾
を
ふ
り
て
草
を
噛
む
。

蟲
の
聲
の
湧
き
起
る
沙
原
を

牧
童
四
五
の
牛
を
追
ふ
て
歸
る
。

出
岬
に
は
靄
は
す
で
に

棚
引
く
や
美
人
の
裙
か
と
。

東
の
空
に
十
一
日
の

弦
月
の
影
ぞ
淡
き
。

　
と
、
小
川
原
沼
の
憧
憬
を
明
媚

に
描
写
し
て
い
る
。

　
詩
集
は
第
一
歌
集
・
海
士
の
籃（
か

ご
）、第
二
歌
集
・
水
沫（
み
な
わ
）、

第
三
歌
集
・
経
験
録
、無
題
集
で
全

て
で
あ
る
。

 
甲
山
は
終
生
独
身
だ
っ
た
が
、八

歳
年
下
で
当
時
十
八
歳
の
白
石
千

こ
え

町の人物伝
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●
郷
里
の
叙
景
と
甲
山
の
歌

●
日
記
の
如
し
甲
山
の
句
集

●
　
　
　
 

甲
山
の
紀
行
文

　
甲
山
の
紀
行
文
は
五
篇
あ
る
。「
己

亥
の
旅
」は
、沼
崎
駅
か
ら
東
京
、帰

郷（
実
家
）の
足
跡
を
記
し
た
。明
治

三
十
二
年
己
亥
の
年
（
干
支
）
か
ら

稿
を
起
し
、そ
の
一
コ
マ
京
都
に
て
、

十
月
五
日

・
朝
霧
の
京
を
見（
下
）ろ
す
清
水
寺

・
踏
み
な
ら
す
鶯
張
り
や
薄
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
知
恩
院
）

　
ま
た
、「
八
幡
嶽
紀
行
」は
郷
土
の

霊
峰
と
崇
め
ら
れ
る
標
高
千
余
米

の
八
幡
嶽
登
山
を
も
通
し
て
の
紀

行
で
あ
る
が
分
量
的
に
は
小
編
で

あ
る
。

 
そ
の
最
後
に
付
記
し
て

・
山
焼
に
の
が
れ
て
馨
る
菫
か
な

 
そ
し
て
「
吟
行
半
日
」
も
小
編
で

あ
る
が
、沼
崎
を
出
立
し
東
北
線
沿

い
に
徒
歩
で
古
間
木
に
進
み
、鉄
道

工
夫
に
叱
ら
れ
た
事
も
。夜
間
は
一

時
汽
車
に
乗
っ
た
。

・
野
焼
見
る
夜
汽
車
の
窓
の
硝
子
越

 
「
壬
寅
紀
行
」
も
干
支
が
壬
寅
の

明
治
三
十
五
年
に
旅
に
出
て
稿
を

起
こ
し
た
故
、
そ
れ
が
付
さ
れ
た
。

地
元
七
戸
・
大
重
旅
館
か
ら
洞
内
・

法
蓮
寺
を
経
由
で
稲
生
川
を
渡
る

と
三
本
木
町
は
祭
だ
っ
た
。各
戸
に

絵
行
灯
を
飾
り
付
け
た
光
景（
九
月

十
日
）

・
蜻
蛉
や
祭
の
里
の
繪
行
灯

明
治
廿
九
年
處
女
作

「
小
國
民
」に
出
て
た
り

明
月
や
う
し
ろ
の
森
に
笛
の
聲

　
甲
山
の
句
集
は「
村
柏
」、「
片
廂
」、

「
落
葉
」、「
笛
の
後
」の
第
一
か
ら
第

五
集
ま
で
で
あ
る
。い
ず
れ
も
奇
知

に
富
む
文
才
で
、季
感
を
こ
よ
な
く

表
出
し
、読
む
者
の
心
を
震
撼
さ
せ

て
表
象
が
快
い
。中
で
も
第
五
句
集

「
笛
の
後
」は
、詞
書
き
や
日
付
が
瞭

然
と
し
、日
記
替
わ
り
と
言
え
な
く

も
な
い
。
そ
の
跋
に
甲
山
は
「
…
…

十
五
ヶ
年
間
の
自
敍
傅
の
一
部
に

も
當
つ
べ
き
か
…
…
」と
識
し
て
い

る
。
　
ま
た
、「
村
柏
」の
序
に
か
え
て
甲

山
の
俳
句
十
二
則
を
付
記
し
て
い
る
。

特
に
そ
の
中
か
ら
抄
出
す
る
と「
俳

句
は
文
明
反
抗
な
り
、簡
易
生
活
な

り
、俳
祖
俳
宗
の
霊
は
鉄
骨
張
り
の

家
に
臨
ま
ず
、牛
肉
の
膳
を
照
ら
さ

ず
、故
に
俳
句
は
懐
古
的
傾
向
を
有

す
る
純
東
洋
的
の
詩
な
り
。
」
と
彼

独
特
の
俳
句
観
、俳
人
観
が
に
じ
み

発
散
さ
れ
て
い
る
。

 
甲
山
は
故
里
を
詠
じ
て
愛
し
た
。

七
戸
町
に
て

・
朝
霜
や
男
も
す
な
る
水
仕
業

・
蛙
な
く
中
に
更
く
る
や
夜
の
町

・
お
ろ
し
置
く
鐘
に
い
て
ふ
の
落
花

哉（
青
岩
寺
）

・
山
門
を
入
り
て
踏
む
柿
の
落
花
か

な（
瑞
龍
寺
）

野
辺
地
町
に
て

・
色
く
ろ
き
濱
の
童
や
麦
の
花

・
菅
菰
の
野
邉
地
乙
女
や
春
の
水

六
ヶ
所
村
の

・
女
郎
花（
お
み
な
え
し
）さ
く
や
泊

の
初
春
魚

 
そ
し
て
、甲
山
の
自
画
像
を
凝
縮

し
て
い
る
の
が
次
の
一
句
で
あ
る
。

・
母
病
み
て
我
に
妻
な
し
秋
の
風

早
世
の
姪
の
葬
は
身
内
四
人
の
み
で

・
草
花
や
小
さ
き
棺
の
穴
を
掘
る

　
信
条
と
思
想
が
如
実
の

・
言
論
の
自
由
を
持
て
る
蛙
か
な

・
小
作
田
や
一
揆
を
図
る
蛙
ど
も

・
農
民
の
面
や
つ
れ
て
秋
の
風

・
秋
の
く
れ
酒
盛
を
す
る
地
主
哉

・
毛
見
衆
に
弓
を
向
け
た
る
案
山
子

（
か
か
し
）か
な

等
は
、ず
し
り
と
重
く
胸
を
打
つ
句

で
あ
り
甲
山
自
身
の
実
像
で
あ
る
。

　
郷
里
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
甲
山

の
と
り
わ
け
小
川
原
沼
、八
甲
田
山
、

千
曳
を
詠
じ
た
四
首
を
挙
げ
る
。

・
虹
立
ち
て
白
帆
さ
や
け
し
蒲
の

葉
に
小
雨
の
こ
れ
る
小
川
原
の
沼

・
高
嶺
す
玉
の
冠
の
若
や
ぎ
て
大

野
を
照
ら
す
八
甲
田
山

・
古
の
千
引
の
岩
は
朽
ち
に
け
り

朽
ち
ぬ
勲
を
建
つ
る
由
も
が

・
バ
イ
ロ
ン
も
シ
ェ
リ
ー
も
堪
え

ぬ
千
曳
石
（
い
わ
）
重
き
壓
（
お
さ

へ
）を
忍
ぶ
と
す
ら
ん

代
子
と
恋
心
漂
う
短
歌
が
二
対
交

わ
さ
れ
て
い
る
。千
代
子
の

・
夕
暮
れ
は
只
欄
干
に
凭（
も
た
）れ

つ
ゝ
君
が
方
を
ぞ
眺
め
ら
れ
け
る

に
返
し
歌
と
し
て
、甲
山
が

・
野
の
水
も
戀
や
す
る
ら
む
佇（
た

た
ず
）め
ば
君
が
方
へ
ぞ
流
れ
行
く

な
る

も
う
一
対
は

・
戀
を
得
で
我
十
八
の
有
髪
尼
う
ら

ぶ
れ
姿
風
寒
き
　
　
　
　（
千
代
子
）

・
道
あ
り
や
天
津
花
野
に
手
を
と
り

て
二
人
辿（
た
ど
）ら
む
美（
う
ま
）

し
通
ひ
路
　
　
　
　
　
　
　（
甲
山
）

と
ロ
マ
ン
ス
横
縊
の
二
首
で
あ
る
。

　
千
代
子
＝
本
名
千
代
は
、幼
年
期

に
し
て
実
母
せ
い
と
死
別
、継
母
に

育
て
ら
れ
た
。実
母
出
身
の
七
戸
に

寄
留
の
際
、
甲
山
と
文
芸
で
知
り

合
っ
た
。甲
山
が
求
婚
す
れ
ど
も
、

結
局
は
破
談
と
な
っ
た
。

ス
ケ
ッ
チ

見
る
如
し

（

）

（
甲
山
自
筆
墨
書
）
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●

跋

 
郷
里
の
陸
奥
と
は
無
関
係
の
旅

だ
が「
中
仙
道
紀
行
」は
、明
治
三
十

六
年
東
京
の
江
渡
狄
嶺
の
小
雨
荘

を
出
て
、
安
中
、
大
津
等
を
経
て
再

び
東
武
へ
向
か
う
。そ
の
帰
途
に

・
涼
し
さ
や
伊
吹
颪
も
汽
車
の
窓

　
い
ず
れ
の
紀
行
文
も
甲
山
十
九

歳
か
ら
二
十
一
歳
ま
で
の
筆
写
文

で
あ
る
。が
、そ
の
弱
年
の
稚
拙
さ
な

ど
微
塵
だ
に
感
じ
ら
れ
な
い
。高
邁

な
文
才
の
甲
山
が
如
実
に
投
影
さ
れ
、

ま
る
で
ス
ケ
ッ
チ
を
見
る
想
で
あ
る
。

　
三
十
一
歳
甲
山
の
短
す
ぎ
る
生

涯
、
と
言
っ
て
も
そ
の
幼
少
期
を

差
し
引
く
と
実
は
二
十
五
年
弱
の

文
筆
期
間
で
あ
る
。深
海
に
も
、大

山
に
も
匹
敵
す
る
そ
れ
ら
の
作
品

群
。
甲
山
文
筆
生
涯
の
頂
点
を
二

十
五
歳
と
す
れ
ば
中
年
層
か
。
し

か
し
、
そ
の
年
齢
層
に
し
て
は
奇

知
的
な
語
い
の
豊
富
さ
、
と
り
わ

け
難
読
語
の
深
さ
や
そ
の
秀
逸
し

た
文
才
は
他
に
比
類
を
見
な
い
。

そ
し
て
、
語
い
に
も
文
脈
に
も
稚

拙
の
一
か
け
ら
も
な
い
。

 
甲
山
は
早
逝
と
て
過
言
で
な
い
。

と
言
う
の
も
当
時
に
し
て
は
不
治

の
病
魔
に
克
て
な
か
っ
た
。
わ
ず

か
三
十
一
歳
余
に
し
て
こ
の
世
を

去
っ
た
の
は
九
十
四
年
前
の
六
月

七
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
短
い
生
涯
の
甲
山
と
は
裏
腹
に

甲
浪
は
百
歳
目
前
ま
で
矍
鑠
と
し
、

後
世
畏
敬
の
的
だ
っ
た
。

 
富
裕
で
な
い
農
家
の
長
男
と
し

て
生
を
受
け
た
重
次
郎
は
、
幼
き

よ
り
眉
目
秀
麗
、
向
学
の
志
に
燃

え
た
少
年
だ
っ
た
。
学
資
の
乏
し

さ
な
が
ら
師
範
学
校
を
出
る
も
、

独
学
と
て
過
言
で
な
い
努
力
で
弁

護
士
資
格
を
取
得
、
や
が
て
は
政

治
の
道
へ
進
む
。
そ
の
半
生
は
立

志
伝
中
の
人
と
も
言
え
る
。
昭
和

末
と
も
言
え
る
同
六
十
三
年
五
月

十
二
日
、
稀
に
見
る
高
齢
九
十
八

で
万
丈
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

 
法
名
・
法
曹
院
殿
正
光
教
覚
重

道
大
居
士
。従
三
位
勲
一
等
瑞
宝
章
。

 
生
前
、
甲
浪
自
身
の
建
立
し
た

墓
石
碑
の
短
歌
は『「
六
道
輪
廻
＝

り
ん
ね
」「
重
々
無
尽
」
と
い
ふ
な

か
れ
生
あ
る
も
の
は
つ
い
に
死
に

け
り
』
甲
浪
迂
人
。
と
、
氏
自
身
の

墨
蹟
で
刻
さ
れ
て
あ
る
。

　
甲
山
・
甲
浪
を
一
対
に
し
た
町

の
人
物
伝
と
し
た
が
、
畏
敬
の
二

人
が
浮
き
彫
り
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。

と
か
く
、後
世
の
我
ら
は
旧
上
北
・

旧
東
北
両
町
を
合
し
て
の
新
東
北

町
は
、
か
の
偉
大
な
二
大
文
筆
家

を
先
達
に
持
つ
事
は
幸
せ
極
ま
り

な
い
。

 
　
　
　
寄
稿
者
　
藤
田
友
志

（
東
北
町
初
代
教
育
長
・
県
文
化
財
保
護
協
会
 

　

会
員
・
上
北
歴
史
文
化
研
究
会
代
表
幹
事
）

●
甲
浪
の
大
著

　「
世
界
政
治
之
第
一
原
理
」

　
森
田
甲
浪
＝
重
次
郎
の
歌
集「
實

相
」、句
集「
あ
し
あ
と
」の
他
に

 
大
著「
世
界
政
治
之
第
一
原
理
」

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

 
晩
年
八
十
六
歳
矍
鑠（
か
く
し
ゃ

く
）に
し
て
こ
の
大
著
を
執
筆
し

た
。
そ
れ
は
、
森
田
の
日
本
国
内

は
も
と
よ
り
世
界
各
国
を
歴
訪

見
聞
し
て
の
幅
広
い
視
野
と
教

養
か
ら
深
く
重
厚
な
歴
史
、
宗
教

観
か
ら
の
分
析
と
主
張
で
、
氏
自

身
の
人
生
集
大
成
と
も
言
え
る
。

 
歌
、
句
の
芸
境
と
は
一
線
を
画

し
て
、
弁
護
士
・
政
治
家
と
し
て

そ
の
人
生
観
、
政
治
観
、
哲
学
観

が
行
間
に
横
縊
し
て
い
る
。
と
り

わ
け
宗
教
哲
学
の
観
点
か
ら
、
幼

少
よ
り
常
に
思
惟
の
奥
脳
に
あ

っ
た
仏
教
的
人
生
世
界
観
か
ら

人
間
の
幸
福
の
根
幹
は
政
治
を

基
底
と
す
る
…
と
。

町の人物伝
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東
北
町
保
健
師

江
刺
家
　
紅
実
子

　
平
成
十
三
年
度
か
ら
、心
の
病
気
を
持

つ
患
者
さ
ん
の
家
族
と
町
と
で
つ
つ
じ

作
業
所（
東
北
町
精
神
障
害
者
小
規
模
作

業
所
）
を
開
所
し
て
お
り
ま
す
。
中
央
公

民
館
の
一
室
を
借
り
て
週
４
回（
月
・
水
・

木
・
金
）、木
工
品
や
か
ご
作
り
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
物
を
作
り
、道
の
駅
お
が
わ
ら
湖

等
で
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
。売
れ
ゆ
き

も
な
か
な
か
好
調
の
よ
う
で
す
。

　
所
内
の
雰
囲
気
も
和
や
か
で
メ

ン
バ
も
ー
社
会
復
帰
、
社
会
参
加

に
向
け
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

お
り
、上
達
も
う
か
が
え
ま
す
。

 
心
の
病
気
を
持
つ
患
者
さ
ん
や

家
族
の
方
で
こ
の
作
業
所
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
保
健
衛
生
課（
東

北
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
先
頃
、厚
生
労
働
省
よ
り
日
本
脳

炎
予
防
接
種
を
中
止
す
る
よ
う
緊
急

勧
告
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
昨

年
、中
学
生
が
接
種
後
に
重
い
神
経

症
状
に
陥
っ
た
こ
と
を
受
け
て
の
措

置
と
な
り
ま
す
。

 
現
在
、国
に
お
い
て
新
し
い
ワ
ク

チ
ン
を
開
発
中
と
の
こ
と
で
す
が
、

安
全
性
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ

れ
る
ま
で
当
町
で
も
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
は
当
面
中
止
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い（
新
し
い
ワ
ク
チ

ン
は
来
年
前
半
に
供
給
予
定
で
す
）。

○
副
反
応
に
よ
る
神
経
症
状
と
は
？

 
と
て
も
希
に
発
症
し
、通
常
接
種

後
数
日
か
ら
二
週
間
程
度
で
発
熱
、

頭
痛
、け
い
れ
ん
、運
動
障
害
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

○
神
経
症
状
の
発
生
率
は
？

 
七
十
〜
二
百
万
回
の
接
種
に
一
回

程
度
、極
め
て
ま
れ
に
発
生
す
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、万
が
一
発
生
し

て
も
通
常
は
軽
快
し
、そ
の
後
の
再

発
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
し
な
く

て
も
大
丈
夫
？

 
日
本
脳
炎
の
感
染
源
は
そ
の
ウ
イ

ル
ス
を
も
っ
て
い
る
蚊
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、蚊
の
ウ
イ
ル
ス
保

有
率
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
蚊
に

さ
さ
れ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
た
め
、日
本

脳
炎
に
感
染
し
発
症
す
る
機
会
は
極

め
て
ま
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
３
〜
４
か
月
、６
か
月
、

９
か
月
、
１
歳
、
１
歳
６
か
月
、
２

歳
６
か
月
、
３
歳
児
を
対
象
に
健

診
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
場
所
は

３
〜
４
か
月
健
診
は
公
立
七
戸

病
院
で
そ
の
他
は
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 
今
年
度
か
ら
６
か
月
、９
か
月
、

１
歳
児
健
診
は
個
別
通
知
を
行

わ
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
か
健
診

に
来
る
お
子
さ
ん
が
減
っ
て
お

り
ま
す
。

 
お
子
さ
ん
の
成
長
・
発
達
の
様

子
を
見
る
機
会
で
す
の
で
広
報

や
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
考
に

ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。
な
お
、
１

歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳

児
健
診
は
個
別
通
知
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

▲道の駅展示コーナー

つ
つ
じ
作
業
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
児
予
防
接
種

　
　
日
本
脳
炎
中
止
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

けん

中　村　　堅くん
母：章子

こう　 　き

安　村　幸　希くん
母：美穂

あき　　ひろ

乙　部　晃　宏くん
父：清人　母：由美子

とも　 　や

平　尾　智　也くん
父：一弘　母：良子

たき　   えい

沼　口　滝　詠くん
父：裕司
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★歯みがきを嫌がるときは
　　うがいだけでもしています★

　東北地区で行った３歳児
健診でむし歯のなかった子
５人を紹介します。

★毎日みがいてます
　　　　　歯みがき好きです★

★歯みがきはもちろんのこと
　 食後はうがいをしています★

★仕上げみがきを
　　   　 ちゃんとしています★

★毎日みがいています★

むし歯のない子
　　　全員集合！！

けんけん

中　村　　堅中　村　　堅くんくん
母：章子母：章子

けん

中　村　　堅くん
母：章子

こう　こう　 　き　き

安　村　幸　希安　村　幸　希くんくん
母：美穂母：美穂

こう　 　き

安　村　幸　希くん
母：美穂

あき　　ひろあき　　ひろ

乙　部　晃　宏乙　部　晃　宏くんくん
父：清人　母：由美子父：清人　母：由美子

あき　　ひろ

乙　部　晃　宏くん
父：清人　母：由美子

とも　とも　 　や　や

平　尾　智　也平　尾　智　也くんくん
父：一弘　母：良子父：一弘　母：良子

とも　 　や

平　尾　智　也くん
父：一弘　母：良子

たき　たき　      えいえい

沼　口　滝　詠沼　口　滝　詠くんくん
父：裕司父：裕司

たき　   えい

沼　口　滝　詠くん
父：裕司

7・8月の健康カレンダー

事  業  名

乳児健診

幼児健診

3歳児健診

東北町保健福祉
センター

東北町保健福祉
センター

東北町保健福祉
センター

13：00～
13：15

10：00～
12：00

13：00～
13：15

10：00～
10：15

10：00～
10：15

13：00～
13：15

12：30～
12：45

10：00～
14：30

 9：30～
12：00

10：00～
14：30

12：50～
13：00

美須々地区
生涯学習センター

上北保健福祉
センター

上北保健福祉
センター

上北保健福祉
センター

中央公民館

はつらつ教室

タンポポ教室

ポテトクラブ
（精神障害者の集い）

7月20日（水）

7月26日（火）

8月 5日（金）

7月29日（金）

毎週　　　  
月、火、木、金

ほがらか教室

七戸病院健康

管理センター

・３ヵ月児

（平成17年3月5日～平成17年4月2日生の子）

＊対象者には個別通知します

・40歳以上で自分または家族の協力
で会場まで来られる方

（参加希望の方は上北保健福祉セン
ターまで連絡ください。）

・脳卒中後遺症、老化などにより体の
機能が低下している方（自分または
家族の協力で会場まで来られる方）

・平成13年12月、平成14年1月、2月生

・対象者には個別通知します

・前回未受診者の子も受けてください

・心の病気を治療中で社会復帰を目指して
いる方、及び家族の方（初めて参加する方
は申請書等の提出が必要ですので保健師
までご連絡ください。）

・６ヵ月児
（平成16年12月、平成17年1月生）

・９ヵ月児
（平成16年9月、10月生）

・１歳児
（平成16年6月、7月）

・２歳６ヵ月児
（平成14年12月、平成15年1月）

・１歳６ヵ月児
（平成15年12月、平成16年1月）

・町内在住の障害児を持つ保護者及
び障害児で参加希望者

上北保健福祉

センター

東北町保健

福祉センター

7月22日（金）

7月22日（金）

7月14日（木）

7月20日（水）

8月10日（水）

つつじ作業所

7月15日（金）

8月 1日（月）

乳幼児健診・予防接種等をうける際は、母子手帳を忘れずにお持ちください。

実  施  日 実施場所 受付時間 対  象  者

問い合わせ先：保健衛生課　東北町保健福祉センター　0175ｰ63ｰ2001
　　　　　　　　　　　　　上北保健福祉センター　　0176ｰ56ｰ2933

7月28日（木）
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第24回
わかさぎ公園
　　湖水まつり

第24回
わかさぎ公園
　　湖水まつり

○やなせたかしやなせたかし/フレーベル館・フレーベル館・TMSTMS・NTVNTVC○やなせたかし/フレーベル館・TMS・NTVC
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第第2424回
わかさぎ公園わかさぎ公園
　　湖水まつり　　湖水まつり

第2424回
わかさぎ公園わかさぎ公園
　　湖水まつり　　湖水まつり

第24回
わかさぎ公園
　　湖水まつり

お知らせ

○やなせたかし/フレーベル館・TMS・NTVC
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成人式には進んで参加しよう！！

平成17年度東北町成人式

Coming of ageComing of age

※今年から成人式は、東北地区・上北地区同一会場で開催します。

◆日　　　時：平成17年8月15日（月）午後2時
◆場　　　所：東北町コミュニティーセンター「未来館」
◆対　象　者：昭和60年4月2日～昭和61年4月1日生まれ
　　　　　　 （平成12年度中学校卒業生）
◆申込み及び問合せ先
◇中央公民館　　　　　　℡  0175－63－2742
◇上北地区公民館　　　　℡  0176－56－2261

平成平成1717年国勢調査〈年国勢調査〈1010月１日〉月１日〉
－数字から－数字から 明日の日本を明日の日本を 夢デザイン－夢デザイン－

平成17年国勢調査〈10月１日〉
－数字から 明日の日本を 夢デザイン－

10月１日（土）に、全国いっせいに国勢調査を行います。
今回の国勢調査は、人口減少社会を迎えつつある我が国の人口・世帯の最新の実態を
明らかにし、国や都道府県・市区町村の行政の基礎資料として、
少子高齢社会への取組や皆さんのまちづくりなどにいかされます。
国勢調査の重要性をご理解いただき、ご協力をお願いします。

国勢調査

総務省統計局

青 森 県

東 北 町
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町スポーツボランティア
を募集します

 東北町で開催される各種ス
ポーツイベントや大会などに
おいて、ボランティアとして
参加を希望する町民を募集し
ています。　　
◆募集対象－18歳以上の老
　若男女
◆活動内容及び場所、期日
◎第20回わかさぎマラソン大
　会
　・平成17年７月30日（土）
　・場所－わかさぎ公園（浜台）
　・募集〆切－７月15日（金）
◎県中学校駅伝競走大会
　・平成17年９月26日（月）
　・場所－北総合運動公園内
　・募集〆切－９月９日（金）
◎県高等学校駅伝競走大会
　・平成17年10月15日（土）
　・場所－東北町駅伝コース
　・募集〆切９月30日（金）
◆募集人数－各イベントにお
　いて人数が違うことから、
　必要に応じて申請登録順に
　配置します。
◆募集〆切－イベント開催日
　の約２週間前までとする。
◆活動期間－イベント当日の
　みとする。
◆応募方法－登録申請書に記
　入願います。（申請書はスポー  
　ツ振興課にあります）
◆報酬等－報酬、交通費等の
　支給はありません。
　ただし、昼食は準備します。
◆応募・お問合せ先－北総合
　運動公園スポーツ振興課
 （℡ 0175-63-3500）

わかさぎ公園湖水まつり
ビーチフラッグス大会

出場者募集

◆日時－７月31日(日)
 【競技開始】13：00～
 【受　　付】10：00～
◆場所
　わかさぎ公園浜台キャンプ
　場内特設会場(湖水浴場)
◆参加区分　
　○小学５・６年生男子の部
　○小学５・６年生女子の部
　○中学生男子の部
　○中学生女子の部
　○高校生～一般男子の部
　○高校生～一般女子の部
◆参加料－無料
◆募集人員－各クラス20人
◆お問合せ・申込み先－７月
　27日(水)までに北総合運動
　公園スポーツ振興課
　（℡ 0175-63-3500）
　までお申し込みください。

Ｂ&Ｇ海洋センター
プール７月16日オープン

◆利用日程
 ７／16(土)～18(月)
 ７／22(金)～８／22(月)
 ◎毎週火曜日は閉館
 ◎８／13～15は閉館
◆利用時間
　午前９時～午後４時30分
　（夜間開放なし）
◆利用料金
▽高校生以下(午前・午後)
　50円
▽一般（午前・午後）100円
◆お問合せ先－北総合運動公
　園スポーツ振興課　
 （℡ 0175-63-3500）
 又は、海洋センター
 （℡ 0175-63-3890）

水泳教室開催

◆参加資格－町内の小学生
　　　　　　（男女問わず）
◆クラス－低学年・高学年の
　２コース
◆募集人員－各コース15名
◆教室期間－８月１日～５日
◆時間
▽低学年コース　
 午後２時～２時50分
▽高学年コース　
 午後３時～３時50分
◆場所－北総合運動公園トレー
　ニングセンタープール
◆参加費－500円(保険料込)
◆申込み締切－７月27日(水)
◆お問合せ・申込み先－北総
　合運動公園スポーツ振興課
　（℡ 0175-63-3500）

Ｂ＆Ｇ海洋クラブ員募集

◎入会資格－小学校４年生以
　上(男女問わず)
◎活動費－500円(保険料込)
◎活動内容
　・ヨット、カヌーの操作方法
　・Ｂ＆Ｇスポーツ大会県大
　 会への出場
　・野外活動、レクリェーショ
　 ンスポーツ
◎活動期間－７月下旬から８
　月上旬
◎練習場所
　浜台海洋センター艇庫
◎申込み締切－７月20日(水)
※なお、この後でも入会可能
　です。
７／18(月)にヨット、カヌー
試乗会を開催しますのでぜひ
ご参加ください
◆お問合せ・申込み先－北総
　合運動公園スポーツ振興課
　（℡ 0175-63-3500）

平成17年国勢調査〈10月１日〉
－数字から 明日の日本を 夢デザイン－
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身体障害者巡回審査
・更生相談について

《聴覚障害》
▽７月20日(水)
 十和田市南公民館
▽７月27日(水)
 野辺地町中央公民館
《肢体不自由》
▽７月12日(火)
 野辺地町中央公民館
▽７月13日(水)
　十和田市東公民館
▽７月15日(金)
　三沢市総合社会福祉センター
◆受付・審査及び相談
 ①受付８：45～11：00
 ②審査・相談９：30～12：00
◆対象者
○身体障害者手帳の交付を受
　けるため審査が必要な方
○市町村または健康福祉セン
　ターから身体障害者手帳の
　再認定が必要とされた方
○身体障害者手帳の障害程度
　及び等級に変化があり、変
　更が必要な方
○義肢・装具等の補装具（電動
　車いす・人工喉頭は除く）の
　交付、修理が必要な方
○身体障害者で生活・医療・施
　設入所等の相談が必要な方
◆持参する物－身体障害者手
　帳（所持者のみ）、印鑑
◆お問合せ先
 ▽分庁舎　福祉課
 ℡ 0175-63-2111(529)
 ▽本庁舎　福祉課分室
 ℡ 0176-56-3111(140)

町営朝日団地シルバー
ハウジング入居者募集

◆募集住宅
 東北町営朝日団地シルバー
　ハウジング
 東北町字乙供120（松風荘入口）
◆募集戸数－６戸（１LDK３
　戸／２LDK３戸）
◆入居予定－平成17年７月
◆募集期間－平成17年７月
　11日から７月25日まで
◆家賃－収入により決定
◆敷金－家賃の３か月分
◆入居資格
(１)
①現に住宅に困窮しているこ
　とが明らかな方
②町税を滞納していない方
③政令収入基準（月額）26万
　８千円以下の方
④60歳以上の単身世帯
⑤夫婦いずれか一方が60歳
　以上の夫婦
(２)
自立した日常生活（日常が可
能であり、かつ自炊が可能）で、
町営住宅において、円滑な共
同生活を営むことができること。
◆申込手続－町営住宅入居申
　込書（建設課・基地対策室に
　備付）を提出してください。
　提出の際、住民票謄本、所得
　証明書、自活状況等申立書
　等を添付してください。
◆お問合せ先
 ▽分庁舎　建設課
 ℡ 0175-63-2111（647）
 ▽本庁舎　基地対策室
 ℡ 0176-56-3111（240）

乳幼児予防接種
日本脳炎中止のお知らせ

 先頃、厚生労働省より日本
脳炎予防接種を中止するよう
緊急勧告が出されました。
 これは昨年、中学生が接種
後に重い神経症状に陥ったこ
とを受けての措置となります。
 現在、国において新しいワ
クチンを開発中とのことです
が、安全性の高いワクチンが
供給されるまで、当町でも日
本脳炎の予防接種は当面中止
となりますのでご了承くださ
い。（新ワクチンは来年前半に
供給予定です）
◆お問合せ先－保健衛生課
 東北町保健福祉センター
 ℡ 0175-63-2001
 上北保健福祉センター
 ℡ 0176-56-3111（362）

東北町RH（－）友の会
会員募集のお知らせ

　東北町RH(－)友の会は、血
液がRH(－)因子の者及びそ
の家族で構成される団体で、
現在、会員を募集しています。
この会は会員間の必要時の供
血協力や親睦交流を目的に設
立されたものです。
 会費は、年額１世帯あたり
2,500円(東北町分1,000円、三
沢市分1,500円)となっていま
す。ただし、最初に入会金
1,000円が掛かります。
◆お問合せ先－上北保健福祉
　センターRH(－)友の会事務
　局 ℡ 0176-56-2933
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便利な口座振替を
利用しましょう

 国民年金保険料を納めな
いままにしておくと、将来
受け取る老齢基礎年金が減
額されたり支給されなくなっ
たりしてしまうばかりか、
ケガや病気で万が一のこと
が起こった時に障害基礎年
金や遺族基礎年金が支給さ
れない場合があります。
 国民年金保険料の納付に
口座振替を利用すると、指
定された預金口座から毎月
自動的に保険料が引き落と
されますので、納め忘れが
防げ、便利です。忙しくて毎
月金融機関の窓口で保険料
を納めるのが難しい方や保
険料を納め忘れがちな方は、
便利な口座振替をご利用さ
れてみてはいかがでしょうか。
 また、出稼ぎに行ってい
る期間などは納付書がお手
元にないため納付できない
こともありますので、口座
振替のご利用を特にお勧め
いたします。
 お申し込みは、納付案内
書に同封されている「国民
年金保険料口座振替納付申
出書」に住所・氏名などの必
要事項を記入・押印し、社会
保険事務所または口座をお
持ちの金融機関・郵便局へ
提出願います。申出書がお
手元にない時は、社会保険
事務所や金融機関・郵便局
に通帳・印鑑・納付書を持参
していただいても結構です。
 申出書の提出後、口座振
替開始月をお知らせする「口

座振替開始通知書」が送付
されますのでご確認ください。
 なお、口座振替を希望す
る方で、口座振替開始を希
望する月があれば、その月
の２か月前までに手続きを
していただくと安心です。
また、平成17年４月から、月々
の口座振替を納付期限の前
月に振替した場合、40円割
引されることになりました。
この振替方法を希望される
方は改めて手続きが必要です。
 将来のため、そして万が
一のためにも、納め忘れを
防げる口座振替をぜひご利
用ください。
◇お問合せ先
 役場町民課国民年金係
　▽本庁舎－町民課分室
 ℡ 0176-56-3111（153）
 ▽分庁舎－町民課
 ℡ 0175-63-2111（548）

地籍図面の謄写が
両庁舎でできます

 これまで地籍図面の謄写
については、図面の管理上、
別々の庁舎で対応してきま
したが、７月より東北町全
地区の地籍図面の謄写がど
ちらの庁舎でもできるよう
になりました。
◆お問合せ先
　▽本庁舎－税務対策室
 ℡ 0176-56-3111（112）
　▽分庁舎－税務課
 ℡ 0175-63-2111（513）

父の日「作文」コンクールでみ
ごと文部科学大臣賞を受賞し
た平野くららさんの作品のタ
イトルは何？　　  （ヒントP4）

6月号当選者
　　○北　田　　強　　さん
　　○天　間　キ　サ　さん
　　○千　葉　明日香　さん
　　○松　橋　久美子　さん
　　○蛯　名　博　徳　さん

5月号当選者
　　○向　井　つ　さ　さん
　　○沢　尾　美　香　さん
　　○鎌　田　絵美子　さん
　　○苫米地　幸　子　さん
　　○漆　戸　亜希子　さん

5月号の答え
　①あおむけ寝で育てよう
　　たばこをやめよう
　　できるだけ母乳で育てよう
　②オープン1周年

役場と郵便局をつないで相手
の顔を見ながら会話ができる
システム名はオン・○○○○？
　　　　　　　　（ヒントP2）

7月21日（木）

Q2

Q1

役場企画課

・ ・ ・

6月号の答え
　①5,680トン　②37,1cm

証明書
ertificateC
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不動産取得税について

 家屋を新築・増改築により
取得したとき、土地や家屋を
売買・交換・贈与などで取得し
たときに、県の税金である不
動産取得税が課税されます。
 県税事務所から、税額、納期
限などを記載した納税通知書
が送付されますので、これに
より納めていただきます。

 なお、住宅用地を取得し、住
宅を新築した場合や中古住宅
を取得した場合、公共事業に
よる被収用不動産の代替不動
産を取得した場合など、一定
の要件を満たすものについて
は、申請により軽減制度を受
けることができます。
 詳しくは十和田県税事務所
課税課までお問い合わせくだ
さい。
◆お問合せ先
 十和田県税事務所
 ℡ 0176-22-8111
 （内線209～211）

第14回けやき寮夏祭り

◆日時－８月６日(土)
 17時30分～20時
◆場所－けやき寮中庭（雨天
時は交流ホームかでる館）
◆催し物－利用者余興、地域
婦人会踊り、盆踊り、バンド演
奏、カラオケ、模擬店（焼き鳥、
焼きそば、ビール、ジュース等）
◆送迎バス
 17：00～乙供駅前
 17：10～あぐりサービス前
 17：20～甲地公園前
 17：30～けやき寮
※帰りのバスは、20時けやき
　寮発で上記の順に停まります。
※バスご利用の際は、施設ま
　でご連絡ください。
◆お問合せ先－知的障害者更
　生施設けやき寮
 ℡ 0175-62-2484

青森ねぶた祭は
 必ず正装で！

カラス族は参加できません
 
　今年も８月２日から７日ま
での６日間「青森ねぶた祭」を
開催します。
 青森市では平成13年「青森
ねぶた保存伝承条例」を制定し、
市民一丸となって「ねぶた祭」
を正しく伝承することにしま
した。
 しかし、近年、花火の打ち上
げや桟敷席に乱入するなど、
ねぶた祭を乱す『カラス族』が
問題となっています。
■カラス族による危険行為な
どは、県が制定した「青森県迷

惑行為等防止条例」が適用にな
り、罰せられることになります。
 各地に伝わる祭りはみんな
の大切な財産です。参加する
側も、見る側もルールを守り
楽しい祭りにしましょう。
◆お問合せ先
　青森市経済部観光課
　℡ 017-734-5446

「2005青森人の祭典」
７月16日(土)

上野精養軒で開催します！

◆お問合せ先
 東京青森県人会事務局
 ℡ 03-5275-5091

【移動年金相談】

◆場所－野辺地町中央公民館
◆日時－７月14日（木）
 　　　11：00～14：30
◆場所－七戸町柏葉館
◆日時－７月27日（水）
 　　　11：00～14：30
【国民年金納付相談】

◆場所－東北町文化センター
◆日時－７月27日（水）
 　　　11：00～15：00　
◆場所－東北町コミュニティー
　センター未来館
◆日時－７月28日（木）
 　　　11：00～15：00
※基礎年金番号通知書及び年
金手帳、職歴のメモ等お持ち
ください。
◆問合わせ先
　町民課国民年金係
　▽本庁舎
　℡ 0176-56-3111（153）
　▽分庁舎
　℡ 0175-63-2111（548）

◎税額の計算方法

不動産の価格（課税標準額）

×税率（３％）＝税額

※課税標準額となる不動
産の価格は、原則として、
取得したときの固定資産
課税台帳に登録されてい
る価格です。



21

警察官Ｂ受験者募集
夢をカタチに！

 ～あなたの強い使命感と
 　正義感を求めています～
 
　青森県警察及び県人事委員
会では、次の日程で警察官Ｂ
の採用試験を行います。
◆受付期間
　８月８日～９月２日
◆一次試験－９月25日(日)
◆受験場所－青森商業高等学
　校・青森県保健大学校（予定）
◆募集人員－25人程度
◆受験資格
 　昭和51年４月２日から昭
　和63年４月１日までに生ま
　れた者で、短期大学、高等学
　校を卒業した者、又は平成
　18年３月31日までに卒業
　見込みの者。
◆試験内容
 　一次試験は、警察官とし
　て必要な一般的知識及び知
　能について、高校卒業程度
　の五枝択一式による筆記試
　験です。
 　二次試験は、論文試験、面
　接試験、適性・体力・身体検
　査です。
※警視庁や神奈川県警等の試
　験も同時に受験できます。
◆お問合せ先
 七戸警察署総務課
 　　　℡ 0176-62-3101
 野辺地警察署総務課
 　　　℡ 0175-64-2121
 又は、最寄りの交番・駐在所
　にお問合せください。

青森県調理師試験の
施行について

　青森県調理師試験が下記の
とおり実施されます。
 受験資格など詳しくは下記
までお問い合わせ下さい。
◆試験日時－９月23日（金）
◆試験会場－青森県保健大学
◆受験願書受付期間－
　７月21日(木)～７月29日(金)
◆受験願書の問い合わせ及び
　提出先－青森県健康福祉部
　保健衛生課健康あおもり21
　推進グループ
 ℡ 017-734-9212

管理栄養士募集

◆募集人員－若干名（平成18
　年４月１日採用予定、病院
　及び福祉施設勤務）
◆応募資格
①昭和50年４月２日以降に
生まれ、既に管理栄養士の資
格を持っている方
②東北町・七戸町に住所を有
する方、又は採用された場合
に居住できる方。
◆応募書類－履歴書１通、管
　理栄養士登録証の写し
◆受付期間－平成17年８月
　31日(水)まで
◆申し込み先－中部上北広域
　事業組合庶務課
 ℡ 0176－62－5151

消防整備士受験者募集

【一般及び高校生】
▽試験日－８月27日(土)
▽会場－光星学院高校（八戸）
▽種類－甲種第１～５類、乙
　種１～７類
▽試験日－８月28日(日)
▽会場－県立保健大学（青森）
▽種類－甲種特類、甲種第１
　～５類、乙種１～７類

◆試験手数料－甲種5,000円、
　乙種3,400円
◆受験願書受付期間
　７月19日～７月28日
※受験案内及び受験願書用紙
　は、受付の約１か月前に県
　内各消防本部及び当センタ
　ーに準備してあります。
◆お問合せ先－(財)消防試験
　研究センター青森県支部
 ℡ 017‐722‐1902

２級ホームヘルパー
養成講座のご案内

 
◆期間－9月3日～10月７日
　全日制の通学講座により約
　１か月間にて修了
◆応募資格－18歳以上の健
　康な方で男女、経験、学歴は
　問いません。
◆定員－24名
◆受付－随時（定員になり次
　第締切）
◆会場－三沢市国際交流教育
　センター
◆お問い合わせ－楽晴会ＴＳ
　学院（三沢老人ホーム内）
　℡ 0176-54-2534

放送大学学生募集

【出願受付期間】
○平成17年10月入学
　教養学部・大学院修士科目生・
　大学院修士選科生
　＝６月15日～８月31日
○平成18年４月入学
　大学院修士全科生
　＝８月25日～９月14日
※募集要項は６月15日から
　無料で配布しています。
◆お問合せ先
▽放送大学青森学習センター
　℡ 0172-38-0500
▽八戸サテライトスペース
　℡ 0178-70-1663
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青森県民駅伝競走大会
東北町チーム選手選考会を開催します！
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と　き　10時～12時

ところ　東北町役場本庁舎

　　　　2階休養室

相談員　人権擁護委員・

　　　　行政相談員

※詳しくは、役場総務課までお

　問い合わせください　

総合相談
7月19日・8月1日

【高校・大学・一般】

◇日　　時　７月24日（日）午前10時30分スタート

　　　　　　※午前9時までに集合してください。
　選考距離
　男　　子　高校・大学・一般　   ………… ５km
　女　　子　高校・大学・一般　   ………… ３km

【中学生】

◇日　　時　７月28日（木）午前11時スタート

　　　　　　※午前9時30分までに集合してください。
　選考距離
　男　　子　中学生　   ………… ４km
　女　　子　中学生　   ………… ３km

◇問い合わせ先　

　北総合運動公園スポーツ振興課
　TEL 0175－63－3500

◇場　　所　北総合運動公園陸上競技場
混ぜればゴミ混ぜればゴミ
　分ければ資源　分ければ資源
混ぜればゴミ混ぜればゴミ
　分ければ資源　分ければ資源
混ぜればゴミ
　分ければ資源
ゴミは分別して
　 　 捨てましょう！

暴力団で困ったら

017-723-8930
（財）暴力団追放青森県民会議まで

県 内 の 交通事故概況県内の交通事故概況



23

■町の人口《5月》

〔　〕は、昨年同期との比較増減。

※（　）は1月からの累計　

■町の交通事故《5月》

■町の火災《5月》

■救急車出動件数《5月》

TEL 0176-62-3999
TEL 0176-56-2119
TEL 0175-63-2520

中部上北消防本部

中央消防署

上北消防署

東北消防署

（　）は1月からの累計　

（　）は1月からの累計　

（　）は1月からの累計　

男

女

計

世帯数

出　生

死　亡

転　入

転　出

10,225人

10,733人

20,958人

6,877戸

9人

15人

32人

43人

〔 △56人〕

〔 △86人〕

〔△142人〕

〔　 54戸〕

（　50人）

（ 111人）

（ 294人）

（ 376人）

蛯　名　希　空 （南　町・　稔　）

田　村　魁　都 （旭　町・久二男）

漆　　　双　葉 （表　町・信　貴）

蛯　名　歩　来 （南　町・文　雄）

蛯　名　葵　音 （花向町・　歩　）

久　保　大　峨 （栄　町・　聡　）

和　田　康　資 （内蛯沢・博　之）

江　家　　光　 （表　町・俊　介）

松　舘　心　優 （緑　町・貴　仁）

向　井　勝　一 （戸　舘）

中　村　良　子 （野辺地町）

附　田　容　堂 （本　町）

　　田　真由美 （七戸町）

　　橋　英　樹 （向　平）

天間舘　弘　子 （野辺地町）

本　間　健　一 （外蛯沢）

十枝内　　忍　 （七戸町）

甲　地　　誠　 （甲　地）

山　田　真志美 （塔ノ沢）

土　橋　隆　広 （甲　地）

吹　越　雪　子 （甲　地）

小　塚　宏　幸 （淋　代）

木　村　千恵美 （乙供本町）

萠　出　俊　男　79　萠　出

沼　尾　誠　事　60　乙供本町

蛯　名　一　郎　91　長者久保

駒　井　ときゑ　86　水　喰

西　村　敏　夫　71　明　美

沼　辺　　勉　　53　内蛯沢

柴　崎　正三郎　80　向籏屋

人身事故

負 傷 者

死 亡

6人

6人

0人

（　41件）

（　54人）

（　  0人）

建 物

林 野

車 両

そ の 他

2件

5件

0件

1件

（　  5件）

（　  5件）

（　  0件）

（　  1件）

40件（ 235件）
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混ぜればゴミ
　分ければ資源
混ぜればゴミ
　分ければ資源蛯　名　ウ　メ　85　本　町

竹　内　武　常　81　菩提寺

市　川　み　ね　89　小川原

相　馬　良　臣　71　八　幡

下モ内　美　鈴　53　旭　町

吹　越　武　雄　73　南　平

沼　端　與一郎　60　鶴ヶ崎

県 内 の 交 通 事 故 概 況県 内 の 交 通 事 故 概 況県内の交通事故概況県内の交通事故概況県内の交通事故概況
あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

毎月１日は県民交通安全の日
※（   ）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。
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状

態
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死
者

傷
者

５月中

569件
（－78）

7人
（－4）

730人
（－81）

3,436件
（－44）

26人
（－16）

3人
（－3）

10人
（－9）

15人
（－3）

7人
（－5）

2人
（－7）

4,327人
（－52）

（平成17年） 青森県交通対策協議会

年累計 飲酒運転による死者

自動車乗車中の死者

着用していれば
助かったと思われる人

非 着 用 死 者

高齢者の死者
～65歳以上の人～

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

氏　　名

氏　　名 町名

氏　　名 町名　 保護者 氏　　名 町名　 保護者

平成17年5月届出分

氏　　名 町名

年齢 町名 氏　　名 年齢 町名
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サイエンス・ウルトラクイズも大盛り上がり！サイエンス・ウルトラクイズも大盛り上がり！サイエンス・ウルトラクイズも大盛り上がり！

“体験”そして“感動”～ドゥ！サプライズ！～“体験”そして“感動”～ドゥ！サプライズ！～
サイエンスフェスティバルサイエンスフェスティバル2005 102005 10周年記念周年記念

“体験”そして“感動”～ドゥ！サプライズ！～“体験”そして“感動”～ドゥ！サプライズ！～
サイエンスフェスティバルサイエンスフェスティバル2005 102005 10周年記念周年記念
“体験”そして“感動”～ドゥ！サプライズ！～
サイエンスフェスティバル2005 10周年記念

甲地 上野

　㈱青森原燃テクノロジーセンターでは６月11日、親
子そろって楽しみながら科学を体験してもらう「サイエ
ンスフェスティバル」を開催しました。
 このフェスティバルは、科学の楽しさ、おもしろさを
体験してもらうため毎月１回実施している「おもしろ科
学教室」の集大成として平成８年から開催、今年で10年
目を迎えました。
 町内と近隣町村からたくさんの方々が訪れ、約45あ
るコーナーで、いろいろなアトラクションを楽しみ、身
近な科学を体験していました。
 サイエンス・ウルトラクイズでは、豪華賞品を目指し
科学クイズにチャレンジ、大勢の子供たちの大歓声で盛
り上がっていました。

長男［0歳］颯太くん
そう　た

ちょっぴりキカンボで泣き虫の桃華とおっとりした
颯太。思いやりのあるやさしい子に育ってください。

長女［0歳］ 菜奈ちゃん
さい　な

はやく一緒にトラクターに乗ろうね。お父さんより

パパ・吹　越　大　輔　さん
ママ・　　　　奈津子　さん

長女［1歳］桃華ちゃん
もも　か

パパ・蛯　名　俊　徳　さん
ママ・　　　　由紀子　さん

町の話題
町の人物伝
健康家族
湖水祭りお知らせ
お知らせ
戸籍の窓
わが家のアイドル
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サイエンス フェスティバル2005


